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大牟田市地域公共交通活性化協議会:一次評価

備考

地方運輸局等における二次評価結果協議会における事業評価結果

②事業概要
評価結果⑥事業の今後の改善点

④事業実施の適切性
③前回（又は類似事業）の事業評価結果の反映状況

⑤目標・効果達成状況

・評価の指標は、全市民の公共交通等の満
足度、フィーダー補助５系統合計の利用者
数、系統収支率。

・「おおむた大蛇山まつり」での100円バスや公
共交通デジタルスタンプラリー、１日乗り放題
切符の販売等等、積極的な利便性向上の
取組を着実に実施されていることを評価します。
また、小学生に対するバスの乗り方教室等、
現在だけでなく、将来を見据えた利用促進の
取組を実施されていることも評価します。
さらに大きな課題である運転手不足に対して、
バス運転手体験会等の取組も実施されてい
ることは高く評価します。

・「⑤目標・効果の達成状況」について、目標
達成出来ていない系統については、利用者
層の属性等に着目するなど、系統ごとにその
特性を丁寧に分析した上で、目標達成に向
けた来年度の事業の改善に努めていただくこと
を期待します。
また、人口減少等により利用者数の目標は
達成できなかったと分析されていますが、人口
減少の割合と利用者数を比較する等の観点
から、人口減少等以外に特殊要因がないか
の分析を行っていただくことも期待します。
あわせて評価指標の「満足度」については、目
標を達成しており評価するもの、達成した要
因を丁寧に分析していただくことを期待します。

・また、今回新たに設定された評価指標「収
支率」については、公共交通を確保維持して
いくためには、投資の発想も必要であり、支出
を減らすことが必ずしも是でないとの視点を
持った上で、支出と収入のバランスを考えつつ、
収支率の向上に努めていただくことを期待しま
す。

・今後「⑥事業の今後の改善点」に挙げらた
取組及び地域公共交通計画の施策を着実
に実施していただくとともに、交通事業者、地
域に加え、他分野の関係者との連携と協働に
よる「共創」の取組を推進し、持続可能な公
共交通体系が構築されることをを期待します。

生活交通確保維持改善計画に掲げる目標について、「全
市民の公共交通等の利用に対する満足度」は上回ったも
のの、「フィーダー補助路線の利用者数」は下回った。利用
者数が下回った要因として、本系統において非効率なサー
ビス提供の見直しを行い、運行の効率化を図ったことがあげ
られる。一方で収支率は下がったものの、下がり幅は小さく、
一定効率化の成果が得られたと考える。
今後も目標達成のため、利用促進や更なる見直しを交通
事業者と連携しながら進める必要がある。

A

【系統の分析、目標値の見直し】
市内及び沿線の人口減少、生活様式の変化等により利用者がコロナ禍前の7割
程度となっている。また、本路線は利用実態に応じた便数の見直しが行われたこと
から、新たに収支率の改善を目標値として設定する。
収支率の改善を図るには利用促進の取組が必要であり、交通事業者等と連携し
ながら以下の取組を行った。
・おおむた「大蛇山」まつり100円バス、公共交通デジタルスタンプラリーを実施した。
・おおむた1日乗り放題バスきっぷを販売した。
・小学校の低学年を対象にしたバスの乗り方教室を5校で実施した。
・石炭産業科学館でバス運転手体験会とバス乗車体験を実施した。
・おおむた産業フェスタで公共交通利用促進のPRをおこなった。

米の山・黒崎団地線（18番系統）
●西鉄大牟田営業所
～大牟田駅前
～黒崎団地前

●大牟田駅前
～新栄町
～黒崎団地前

●新栄町
～手鎌
～黒崎団地前

C

生活交通確保維持改善計画に掲げる目標について、「全
市民の公共交通等の利用に対する満足度」は上回ったも
のの、「フィーダー補助路線の利用者数」は下回った。利用
者数が下回った要因として、本系統において非効率なサー
ビス提供の見直しを行い、運行の効率化を図ったことがあげ
られる。一方で収支率は下がったものの下がり幅は小さく、
運行の効率化及び本系統のみが対象の利用促進の取組
が一定効果があったものと思われる。
今後も目標達成のため、利用促進や更なる見直しを交通
事業者と連携しながら進める必要がある。

A

同上
・普光寺のバス停で降車の際に配布される抽選券で特産品が当たるイベントを実
施した。

米の山・黒崎団地線（10番系統）
●西鉄大牟田営業所
～市立病院
～普光寺

●西鉄大牟田営業所
～大牟田駅
～米の山

●大牟田駅
～普光寺

●大牟田駅
～米の山

●西鉄大牟田営業所
～大牟田駅

～普光寺

C

生活交通確保維持改善計画に掲げる目標について、「全
市民の公共交通等の利用に対する満足度」は上回ったも
のの、「フィーダー補助路線の利用者数」は下回った。また、
本路線は運行の効率化等を実施していないため、収支率
が10番18番1番と比較して大きく下がっている。
今後も目標達成のため、利用促進や非効率なサービス提
供の見直し、運行の効率化を交通事業者と連携しながら
進める必要がある。

A

【系統の分析、目標値の見直し】
市内及び沿線の人口減少、生活様式の変化等により利用者がコロナ禍前の7割
程度となっており、現状利用者の増加を見込むことは厳しいため、新たに収支率の
改善を目標値として設定する。
収支率の改善を図るには利用促進の取組が必要であり、交通事業者等と連携し
ながら以下の取組を行った。
・おおむた「大蛇山」まつり100円バス、公共交通デジタルスタンプラリーを実施した。
・おおむた1日乗り放題バスきっぷを販売した。
・小学校の低学年を対象にしたバスの乗り方教室を5校で実施した。
・石炭産業科学館でバス運転手体験会とバス乗車体験を実施した。
・おおむた産業フェスタで公共交通利用促進のPRをおこなった。

上官線（16番系統）
●ゆめタウン大牟田
～笹林
～倉掛

●ゆめタウン大牟田
～笹林
～万田坑

●ゆめタウン大牟田
～笹林
～万田坑

C

生活交通確保維持改善計画に掲げる目標について、「全
市民の公共交通等の利用に対する満足度」は上回ったも
のの、「フィーダー補助路線の利用者数」は下回った。一方
で本路線の利用者数、収支率とも前年度より改善しており、
利用が少ない時間帯の運行の効率化などによるものと思わ
れる。
今後も目標達成のため、利用促進の取組を交通事業者と
連携しながら進める必要がある。

A
【系統の分析、目標値の見直し】
市内及び沿線の人口減少、生活様式の変化等により利用者がコロナ禍前の7割
程度なっている。また、本路線は便数の見直しが行われたことから、新たに収支率
の改善を目標値として設定する。
収支率の改善を図るには利用促進の取組が必要であり、交通事業者等と連携し
ながら以下の取組を行った。
取組については、同上。

大牟田市内線（１番系統）
●西鉄大牟田営業所
～大牟田駅
～三池中町

●西鉄大牟田営業所
～大牟田駅
～久福木団地 B

生活交通確保維持改善計画に掲げる目標について、「全
市民の公共交通等の利用に対する満足度」は上回ったも
のの、「フィーダー補助路線の利用者数」は下回った。また、
本系統の収支率は他系統と比べて下がり幅が大きく、要因
として、令和5年11月1日から便数の1部を新大牟田駅に
乗り入れ、運行総距離が増えたこと、また乗り入れによる利
用者の伸びが多くなかったためと考えられる。
今後も目標達成のため、利用促進や新大牟田駅の乗入
れ便数の再検討など、交通事業者と連携しながら進める必
要がある。

A

【系統の分析、目標値の見直し】
市内及び沿線の人口減少、生活様式の変化等により利用者がコロナ禍前の7割
程度となっている。また、本路線は、令和5年11月1日から便数の1部を新大牟
田駅に乗り入れて総距離が延⾧となっており、効果的・効率的に運行を継続して
いくためには収支率の改善が必要であることから、新たに目標値として設定する。
収支率の改善を図るには利用促進の取組が必要であり、交通事業者等と連携し
ながら以下の取組を行った。
取組については、同上。

吉野線（５７番系統）
●西鉄大牟田営業所
～橘交差点・大牟田病院前
～西鉄大牟田営業所

●西鉄大牟田営業所
～橘交差点・大牟田病院前
～大牟田市立病院

●大牟田市立病院
～橘交差点・大牟田病院前
～大牟田市立病院

C

評価対象事業名:地域公共交通確保維持改善事業（フィーダー）
①協議会名:大牟田市地域公共交通活性化協議会
②補助対象事業者名:西鉄バス大牟田（株）

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価総括表
（生活交通確保維持改善計画に基づく事業）

令和7年2月28日
九州運輸局
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福岡県バス対策協議会:一次評価

備考

地方運輸局等における二次評価結果協議会における事業評価結果

②事業概要
評価結果⑥事業の今後の改善点

④事業実施の適切性③前回（又は類似事業）の
事業評価結果の反映状況 ⑤目標・効果達成状況

運転者や事務員など人手不足が進む中、
企画乗車券の販売、イベントとのタイアップ、
バスの乗り方教室の開催、時刻表や沿線
情報チラシの配布を行う等利用促進に取り
組まれていることを評価します。

目標達成に向けた今回の取組みについて
は、具体的な取組みの結果やその効果に
加え、工夫した内容などについても記録され
ると、より効果的な改善につながるものと思
慮されます。

目標を達成できた系統と達成できていない
系統がありますが、それぞれの要因について
分析し、評価書に記録することは重要です。
一部の系統において人口減少や人件費、
燃料高騰の影響を受けていますが、地域の
実情を考慮のうえ、その他に原因がないかど
うかについても分析し、その他要因への改善
点を検討いただくと、より効果的な改善につ
ながることが期待されます。

さらに、目標を達成できた系統、要因の分
析や取組みの改善が良くできている系統に
ついては、他系統においても参考・活用され
ることを期待します。

今後は、アフターコロナを見据えた目標設
定や評価指標の見直しも検討いただきなが
ら、県と市町村が連携を図り事業者や住民
と共に地域の生活交通の実情のニーズを的
確に把握しつつ、地域の特性・実情に最適
な交通手段が確保・維持されることを期待
します。

◇利用促進
福岡県Maasの取り組みとしてデジタル券
（my route)へ移行した「おおむた1日乗り放
題バスきっぷ」を関係自治体の大牟田市・福岡
県と連携し、更なるPRに努め利用促進を図る。
また、九州Maasの一環として作成した「島原
連絡乗車券」デジタル券（my route)のPRを
行い、バス利用者の拡大に努める。

◇その他
令和６年度 大牟田市内５校にてバス教室
を実施した。
(令和6年10月.11月.12月）

A
事業が計画に位置づけられたとおり、適切に実施された

◇実施できたこと
・イベント等でのバス出展や運転士体験会の実施
・バス教室の実施（5校）
・イベント及びバス教室でのチラシ配布
・「おおむた1日乗り放題バスきっぷ」販売延⾧
（電子券）
・デジタルスタンプラリーの実施
・利用促進事業の実施
・子ども50円バス、子ども無料バスの実施
・シーズン毎のバス車内装飾

西鉄大牟田営業所
～大牟田市立病院・上町
～庄山

C
◇目標
・収支率26.1％ ・輸送人員22,063以上を維持する。

◇実績
・収支率26.06％（▲0.04％ ・輸送量23,680人（+1,617人

◇達成できなかった理由
利用状況は回復傾向にあるが、人件費・燃油費の高騰に加え、資材やメンテ

ナンス料も上昇しているため、運行費用が増加傾向にある。結果として、収入の
増加よりも、費用の増加が上回った

◇利用促進
福岡県Maasの取り組みとしてデジタル券
（my route)へ移行した「おおむた1日乗り放
題バスきっぷ」を関係自治体の大牟田市・福岡
県と連携し、更なるPRに努め利用促進を図る。
また、九州Maasの一環として作成した「島原
連絡乗車券」デジタル券（my route)のPRを
行い、バス利用者の拡大に努める。

◇その他
令和６年度 大牟田市内５校にてバス教室
を実施した。
(令和6年10月.11月.12月）

A
事業が計画に位置づけられたとおり、適切に実施された

◇実施できたこと
・イベント等でのバス出展や運転士体験会の実施
・バス教室の実施（5校）
・イベント及びバス教室でのチラシ配布
・「おおむた1日乗り放題バスきっぷ」販売延⾧
（電子券）
・デジタルスタンプラリーの実施
・新大牟田駅での接続の見直し
及び、新大牟田駅乗り入れ系統新設

・利用促進事業の実施
・子ども50円バス、子ども無料バスの実施
・シーズン毎のバス車内装飾

西鉄大牟田営業所
～延命公園動物園前
・大牟田市立病院
・新大牟田駅

～南関町役場
C

◇目標
・収支率38.3％ ・輸送人員99,726以上を維持する。

◇実績
・収支率36.05％（▲2.25％ ・輸送量104,359人（+4,633人

◇達成できなかった理由
利用状況は回復傾向にあるが、人件費・燃油費の高騰に加え、資材やメンテ

ナンス料も上昇しているため、運行費用が増加傾向にある。結果として、収入の
増加よりも、費用の増加が上回ったため、目標達成ができなかった。

◇利用促進
福岡県Maasの取り組みとしてデジタル券
（my route)へ移行した「おおむた1日乗り放
題バスきっぷ」を関係自治体の大牟田市・福岡
県と連携し、更なるPRに努め利用促進を図る。
また、九州Maasの一環として作成した「島原
連絡乗車券」デジタル券（my route)のPRを
行い、バス利用者の拡大に努める。

◇その他
令和６年度 大牟田市内５校にてバス教室
を実施した。
(令和6年10月.11月.12月）

A
事業が計画に位置づけられたとおり、適切に実施された

◇実施できたこと
・イベント等でのバス出展や運転士体験会の実施
・バス教室の実施（5校）
・イベント及びバス教室でのチラシ配布
・「おおむた1日乗り放題バスきっぷ」販売延⾧
（電子券）
・デジタルスタンプラリーの実施
・利用促進事業の実施
・子ども50円バス、子ども無料バスの実施
・シーズン毎のバス車内装飾

荒尾駅
～右京町
～久福木団地

C
◇目標
・収支率65.1％ ・輸送人員97,454以上を維持する。

◇実績
・収支率64.47％（▲0.63％ ・輸送量104,834人（+7,380人

◇達成できなかった理由
利用状況は回復傾向にあるが、人件費・燃油費の高騰に加え、資材やメンテ

ナンス料も上昇しているため、運行費用が増加傾向にある。結果として、収入の
増加よりも、費用の増加が上回ったため、目標達成ができなかった。

◇利用促進
福岡県Maasの取り組みとしてデジタル券
（my route)へ移行した「おおむた1日乗り放
題バスきっぷ」を関係自治体の大牟田市・福岡
県と連携し、更なるPRに努め利用促進を図る。
また、九州Maasの一環として作成した「島原
連絡乗車券」デジタル券（my route)のPRを
行い、バス利用者の拡大に努める。

◇その他
令和６年度 大牟田市内５校にてバス教室
を実施した。
(令和6年10月.11月.12月）

A
事業が計画に位置づけられたとおり、適切に実施された

◇実施できたこと
・イベント等でのバス出展や運転士体験会の実施
・バス教室の実施（5校）
・イベント及びバス教室でのチラシ配布
・「おおむた1日乗り放題バスきっぷ」販売延⾧
（電子券）
・デジタルスタンプラリーの実施
・利用促進事業の実施
・子ども50円バス、子ども無料バスの実施
・シーズン毎のバス車内装飾

荒尾駅前
～天領橋・高泉団地
～三池中町

B
◇目標
・収支率69.1％ ・輸送人員97,996以上を維持する。

◇実績
・収支率68.88％（▲0.22％ ・輸送量109,192人（+11,196人

◇達成できなかった理由
利用状況は回復傾向にあるが、人件費・燃油費の高騰に加え、資材やメンテ

ナンス料も上昇しているため、運行費用が増加傾向にある。結果として、収入の
増加よりも、費用の増加が上回ったため、目標達成ができなかった。

評価対象事業名:地域公共交通確保維持改善事業（地域間幹線系統）
①協議会名:福岡県バス対策協議会
②補助対象事業者名:西鉄バス大牟田（株）

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価総括表
（生活交通確保維持改善計画に基づく事業）

令和7年2月28日
九州運輸局
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